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 街の中を歩いていると家

の前の道路や歩道の掃除を

している人を見かけます。

個人の方だけではなく、中

には商店の方や会社ぐるみ

で清掃をしているところも

あるようです。上馬4丁目、

環七通りでもそんな方々を

みつけましたので、お話を

伺ってみました。 

上馬地区 

いいね！スポット 

Q. まず、創刊のときの様子

を教えてください。 

A.  昭和５９

年６月に第１

回編集委員会

が開かれまし

たが、このミ

ニコミ紙の題

名がなかなか決まらず苦労

しました。いろいろ候補が

挙がりましたが、結局当時

の区の出張所の名前が第１

３出張所だったことから、

「１３ひろば」に決定しま

した。 

Q.３０年以上も本紙の編集

に携わって、一番心に残っ

たことは何ですか？ 

A. 編集委員のみんなと、飾

らず本音で新聞づくりがで

きたこと。特に心に残って

いる記事は、第１０号の、

駒沢中学校の生徒とタイか

らの転校生徒の友好的な日

常についての記事です。 

また編集委員としての研修

で日本銀行や東京証券取引

所、朝日新聞本社などを見

学 で き たこ と も思い 出 に

残っています。 

Q.では、一番苦労したこと

は何でしょうか？ 

A. 発刊当初から委員持ち回

りで手書きの原稿を書いた

こと。ガリ版の原稿用紙が

切りにくく、とても書きに

くかったことを覚えていま

す。今はパソコンで入力で

き、カラー印刷になってと

て も 見 やす く なりま し た

ね。これからも楽しみに読

ませていただきます。 

＊小野木さん、ありがとう

ございました。  

      (編集委員M＆S) 

◎ 日 産 プ リ ン ス 東 京 販 売 

  株式会社  望月さん 

「地域に貢献したいという

ことで、16年ほど前から始

めました。掃除をしている

と挨拶を交わし

たり、お礼を言

われることもあ

ります。」  

＊話を伺うだけで、温かな気持ちになりますね。 

改めて、素敵なまちに住んでいることを実感しました。 

                                                     （編集委員K＆N） 

創刊 35 周年 記念インタビュー！ 

Since 1984.8  

本紙は今年創刊３５周年を迎えました。そこで、創刊から３０年以上 

編集委員を務められた小野木百々子さんにお話を伺いました。 

◎株式会社ニッセイ 

 杉田社長 

「最初は日産さんが自分の

会社の前まで掃除をしてく

ださっていたのですが、自

分たちもやりましょうと。

今では分担して清掃してい

ます。落ち葉の季節や台風

の後などは大変な時もあり

ますね。」 

 

 

知る人ぞ知る地区のスポットを紹介するコーナー 

街角からまちをきれいに！ 

▲小野木さん 
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初開催！「みんなの発表会」 
学生も地域の方も一緒に盛り上がりました！ 

た
ぐ

ち
 つかの 

★
安
藤
紀
楽
先
生
（
駒
沢
親
和
会
／
全
日
本
川
柳
協
会 

   

理
事
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

川
柳
講
師
）
に
選
句
の
ご
協
力 

 

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

今
年
初
開
催
の
「
み
ん

な
の
発
表
会in

駒
沢
２
０

１
８
」
は
、
３
月
１
７
日

に
駒
澤
大
学
の
駒
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
行
わ
れ
、
本

学
の
学
生
や
地
域
の
方
々

が
ス
テ
ー
ジ
演
奏
や
作
品

展
示
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ス
テ
ー
ジ
演
奏
で
は
、

駒
澤
大
学
吹
奏
楽
部
と
砧

南
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
合

同
演
奏
な
ど
、
本
学
の
学

生
サ
ー
ク
ル
と
地
域
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
が
大
好
評
で

し
た
。 

 

ほ
か
に
も
大
学
内
の
教

場
を
使
用
し
た
、
お
笑
い

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
お
笑
い

ラ
イ
ブ
や
、
駒
沢
小
学
校

児
童
の
手
に
よ
る
制
作
展

示
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
約
１
５
０
０
人
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

＊ 

 

こ
こ
で
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
本
学
の

「
お
笑
い
集
団 

ナ
イ
フ

と
フ
ォ
ー
ク
」
の
方
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し

た
。 

Q 
．
参
加
し
た
経
緯
は
？ 

学
生
部
の
方
に
「
も
し
良

け
れ
ば
ネ
タ
を
し
ま
せ
ん

か
？
」
と
お
誘
い
た
だ
い

た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。 

Q 
．
参
加
し
て
み
て
ど
う

だ
っ
た
？ 

初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
の
で
最
初
は
不
安
で
し

た
が
、
温
か
い
お
客
さ
ん 

     

と
イ
ベ
ン
ト
の
雰
囲
気
も

あ
り
楽
し
く
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

Q 
．
い
つ
も
の
ラ
イ
ブ
と

雰
囲
気
は
違
っ
た
？ 

い
つ
も
は
学
生
相
手
に
ラ

イ
ブ
を
す
る
事
が
多
い
の

で
す
が
、
今
回
は
地
域
の

方
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

お
年
寄
り
や
小
さ
い
子
供

連
れ
の
親
御
さ
ん
も
多

か
っ
た
の
で
、
そ
の
点
に

関
し
て
は
雰
囲
気
が
新
鮮

に
感
じ
ま
し
た
。 

Q 
．
ま
た
参
加
し
た
い
？ 

是
非
参
加
し
た
い
で
す
！ 

そ
の
ぐ
ら
い
良
い
雰
囲
気

で
ネ
タ
を
や
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
（
笑
）
。 

 
 

 
 

＊ 

 

「
み
ん
な
の
発
表
会
」

は
来
年
も
開
催
予
定
で

す
。
今
後
の
案
内
に
ご
注

目
く
だ
さ
い
！ 

思わずくすっと笑える作品のご応募をお待ち

しています！ 受賞された方にはＱＵＯカー

ドを差し上げます。 

【締切】令和元年 12月 6日（金）到着分まで

【宛先】〒154－0011 

    世田谷区上馬4－10－17 

    上馬まちづくりセンター内                 

    「13ひろば」事務局 
     ＦＡＸ 03－5486－7668 
     ＴＥＬ 03－3422－7415 

①作品 ②氏名(ご希望の方はペンネームを併

記) ③住所 ④電話番号を明記の上、郵送又は

FAXにてご応募ください。 

※自作・未発表の作品に限ります。  

☆受賞作は令和2年3月発行の77号で発表！ 

 過去のイベントの様子 


